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令和７年６⽉１７⽇

岡⼭⼤学 研究・イノベーション共創機構 産学官連携本部
副本部⻑ 舩倉 隆央

カーボンフットプリント起点の価値創造ワーキンググループ（CFP Nexus WG）を設置
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「おかやまデジタルイノベーション創出プラットフォーム（OI-Start）」において
「カーボンフットプリント起点の価値創造ワーキンググループ」を発足し、

カーボンフットプリントを起点とした新たな価値創造を目指す

資料２
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目的・役割・活動内容
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• 業界横断的な情報交換・CFP活
用事例の共有

• CFPデータを活用したマーケ
ティング実証、消費者行動分析、
製品・サービスの共創プロジェ
クトの企画・実施

目的（Why）

• 定期的な情報交換、意見交換の開催

• CFP活用事例検討会の開催

• CFPを起点とした価値創造プロジェク
トの創出 など

• CFPを起点とした新たな価値
創造により岡山県内企業の
競争力強化と地域全体のGX
を促進

役割（What） 活動内容（How）

CFP Nexus WG活動イメージ
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WGメンバーによる定期的な情報交換・意見交換
（2ヵ月に1回程度）

CFP勉強会（月1回開催予定）
※任意参加

カーボンフットプリントを起点とした新価値創造プロジェクト

CFP値削減に向けた
研究開発

CFP表示による
マーケティング実証

CFP活用・CFP値削減に向
けた異業種間の連繋

自社製品・サービスのCFP算定
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CFP Nexus WGキックオフ
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令和７年５月２０日、CFP Nexus WGキックオフを開催
産学官金＋学生 約60名が参加！

カーボンフットプリントとは？
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 カーボンフットプリント（CFP）とは︖

Carbon Footprint of Product の略語。

製品やサービスの原材料調達から廃棄、リサイクルに至るまでの

ライフサイクル全体を通して排出される温室効果ガス（GHG）の排出量を

CO2排出量に換算し、製品に表示された数値もしくはそれを表示する仕組み。
（経済産業省・環境省「カーボンフットプリントガイドライン（令和５年５月公表） 」から抜粋）

CFPプログラムHP（https://www.cfp-japan.jp/about/）から引⽤
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CFP活用による直接的なメリット
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コスト削減余地の可視化

CFPプログラムHP（https://www.cfp-japan.jp/about/）から引⽤

取引先等とCFP値削減に向けた検討

製品イメージアップ

岡山県内企業へのアンケート調査結果

一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2024）から抜粋

• 約４割の企業がカーボンフットプリントを認知
• カーボンフットプリントに取り組む上での一番の課題は「必要な知識や情報の不足」

8
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CFP Nexus WGメンバー
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WGリーダー

岡⼭⼤学⼤学院 社会⽂化科学研究科（組織経営コース） 博⼠前期課程 舩倉 隆央

• 岡⼭⼤学 研究・イノベーション共創機構 産学官連携本部 副本部⻑

• おかやまデジタルイノベーション創出プラットフォーム（OI-Start） 幹事

• 経済産業省 中国経済産業局から出向中（中⼩企業⽀援、エネルギー政策等を経験）

• 環境省認定制度 脱炭素アドバイザー アドバンスト（炭素会計アドバイザー２級）

• 修⼠論⽂テーマ「カーボンプライシングとカーボンフットプリントの統合的活⽤（仮）」

CFP Nexus WGメンバー（大学）
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岡⼭⼤学学術研究院 社会⽂化科学研究学域 准教授 天王寺⾕ 達将

⼭陽学園⼤学 地域マネジメント学部 准教授 神⽥ 將志

• ⼈⽂・社会 / 地域研究 / 地域振興

• ⼈⽂・社会 / 商学 / 消費者⾏動

• ⼈⽂・社会 / 商学 / マーケティング

• 津⼭市第6次総合計画策定審議委員会, 委員

• 地域デザイン学会, 特命理事 等

岡⼭理科⼤学 経営学部 経営学科 教授 宮脇 靖典

岡⼭⼤学学術研究院 法務学域 教授 佐藤 吾郎
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CFP Nexus WGメンバー
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社名
内山工業株式会社
株式会社江口電機

MS＆ADインターリスク総研株式会社
岡山ガス株式会社
倉敷化工株式会社
株式会社グレジャー

システムプロダクト株式会社
シーピー化成株式会社

株式会社中国銀行
中国電力株式会社

中電環境テクノス株式会社
大建工業株式会社
備前発条株式会社

丸五ゴム工業株式会社
三乗工業株式会社

株式会社メタルワン菱和
株式会社両備システムズ

組織名
一般社団法人サステナブル経営推進機構

中国四国地方環境事務所
中国経済産業局

岡山県
公益財団法人岡山県産業振興財団

岡山県商工会連合会

（参画企業） （オブザーバー）

岡山大学経済学部によるCFPチャレンジ（令和５年度）

令和５年度に岡山大学経済学部の学生が県内企業の主要製品についてのCFP算定に初挑戦！

12
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岡山大学経済学部によるCFPチャレンジ（令和６年度）

先輩たちの取組を経て次世代の学生が引き続きCFPにチャレンジ！

13（第一回ワークショップの様子）

今回の算定対象企業：岡山技研工業株式会社（岡山県和気郡和気町）
従業員数35名、主要製品は自動車部品、農業機械部品、船舶部品等

工場見学の様子

工場見学を通じて鍛造製品の製造工程を確認
CFP算定対象製品を選定

14
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CFP勉強会を開始

岡山大学研究協力会の主催によりカーボンフットプリント（CFP）勉強会を令和６年７月から毎月開催
県内企業11社、経済学部学生が参加

【講師】
⼀般社団法⼈サステナブル経営推進機構＜略称「SuMPO」＞
（Sustainable Management Promotion Organization）

（勉強会・交流会の様⼦）

【オブザーバー】
岡⼭⼤学 経済学部 准教授（会計学） 天王寺⾕ 達将

15

CFP Nexus WGプレキックオフ（CFP勉強会最終講義）
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令和７年３月１９日、CFP勉強会最終講義 兼 CFP Nexus WGプレキックオフを開催
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学生によるCFP算定結果

17

【8号自動索環（パラシュート部品）】
完成品重量：0.25 kg
年間生産量：400 個/年

【DSP-21 FB482-1 (バルブ部品) 】
完成品重量：1.26kg
年間生産量：26,300個/年

岡山技研工業（株）が製造する２種類の製品を選定
GHG排出量原単位データベース「IDEA」を用いて学生がCFP算定

学生CFPチャレンジを経て（岡山技研工業株式会社の取組事例）

18

CFP算定プロセスを経験したことにより、あらゆるデータについてCO2排出量削減余地を
考える習慣が経営層・現場社員に芽生え、新たな視点でカイゼン活動を進行中

代表取締役社⻑の川上健⼆⽒（左）と営業課課⻑の岡村浩太郎⽒（右）

• 段取り時間の短縮作業手順や工具準備の標準化
→ 稼働率向上・待機電力削減

• 休止時の電源管理の徹底・未使用時に「スタンバ
イ」から「電源OFF」へ → 待機電力削減

• 設備更新時における省エネ効果シミュレーション

など
今後CFP算定をしやすくするために

データフォーマットの標準化も検討中

検討中の取組（例）
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CFPに関する取組が様々なメディアに掲載

19
（岡山技研工業（株）の取組事例がJ-Net21へ掲載）

CFPに関する取組が様々なメディアに掲載

20（2024年11月13日 山陽新聞）

（2023年7月28日 日本経済新聞）

（2024年10月21日 文教ニュース） （岡山県商工会連合会 広報誌）
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令和7年版 環境・循環型社会・生物多様性白書に掲載
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（令和7年版 環境・循環型社会・生物多様性白書から引用）

CFPを通じた副次的な効果（認知領域の拡張）
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自社内のエネルギー消費量を可視化（SCOPE1・２）

• 省エネ機器導入
• エネルギーマネジメント強化
• 燃料転換
• 再生可能エネルギー調達 など

• 原材料の選定（再生材・低炭素材への切替）・再利用
• サプライヤーへのエンゲージメント（GHG削減努力の評価）
• 輸送手段・輸送ルートの見直し など

• 製品の使用段階でのエネルギー効率向上
• 廃棄時のリサイクル性や再資源化の促進
• サービスモデルの転換（所有から利用へ） など
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CFP Nexus WGメンバーの取組事例（備前発条株式会社）

岡山県内の自動車部品サプライヤー数社に対して脱炭素経営についてのヒアリングを実施
⇒CFPを起点に新規受注へと繋がった事例を発見！
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OEMからの依頼により自社

工場のエネルギー使用量等
は報告しているが、それ以上
の取組はできていない

脱炭素への取組が新たな受
注につながった！

同業他社のGHG排出量可視

化に向けた準備状況や取組
事例が知りたい

【備前発条株式会社（岡山県岡山市）】
大量生産を終えた『金型』の有効活用による『ＢtoＣ』事業展開！
～大量生産で培った合理化技術×ハンドメイドによる匠の技～

（おかやまSDGsアワード2024受賞）

CFP Nexus WGメンバーの取組事例（備前発条株式会社）

「簡易的な」CFP算定結果を使い「金型の流用によるCO２削減効果」を価値創造ストーリーに乗せてPR

24
（備前発条株式会社提供資料）
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CFP Nexus WGメンバーの取組事例（シーピー化成株式会社）

25
（シーピー化成株式会社提供資料）

CFP算定結果のパネル展示を実施

CFP Nexus WGメンバーの取組事例（シーピー化成株式会社）

26
（シーピー化成株式会社提供資料）

自社製品のCFP値比較により付加価値をPR



14

CFP Nexus WGメンバーの取組事例（株式会社メタルワン菱和）

27
（株式会社メタルワン菱和提供資料）

システム連結により設備ごとの稼働状態と電力使用量をリアルタイムで可視化

CFP Nexus WGメンバーの取組事例（株式会社メタルワン菱和）

28

2024年度準備電力削減年間実績

ライン電源投入時間変更（7:00 → 8:00） 消費電力削減量（kwh/年） CO2排出削減量（t⁻CO2/年）
1号スリッター 9,505 5.24 
2号スリッター 5,963 3.29 
3号スリッター 4,590 2.53 
4号スリッター 5,786 3.19 
2号レベラー 3,931 2.17 

合計 29,776 16.41 

コンプレッサー電源投入時間変更（7:00 → 8:00） 消費電力削減量（kwh/年） CO2排出削減量（t⁻CO2/年）

1工場南（22kw） 2,399 1.32 
1工場北（15kw） 1,765 0.97 

2工場（22kw） 1,814 1.00 
3工場（15kw） 3,938 2.17 

合計 9,917 5.46 

設備稼働データ分析を踏まえた電源投入時間の変更により年間約4万kwhの消費電力量削減

（株式会社メタルワン菱和提供資料）
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カーボンフットプリント表示ガイド（環境省・経済産業省／2025年2月）

29カーボンフットプリント表⽰ガイド（環境省・経済産業省／2025年2⽉）から引⽤

カーボンフットプリント表示ガイド（環境省・経済産業省／2025年2月）

30カーボンフットプリント表⽰ガイド（環境省・経済産業省／2025年2⽉）から引⽤
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カーボンフットプリント表示事例

31
経済産業省「カーボンフットプリント実践ガイド」から引⽤ ⽇本ハム（株）HPから引⽤

株式会社明治の取組事例

32（株式会社明治HPより）
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CFP表示実証（きびだんごプロジェクト）

廣榮堂（岡山市）のきびだんご２種類を対象にCFPを実施
（岡山大学×MS＆ADインターリスク総研との共同研究の一環として実施）

33
（工場見学の様子）

CFP表示実証（きびだんごプロジェクト）

34

廣榮堂直営店にてマーケティング実証を実施予定

（廣榮堂HPより） （廣榮堂公式Instagramより）
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センスメイキング理論に基づくCFP起点のイノベーション促進

35

感知

大まかな方向性を定め、とにかく行動（簡易的なCFP算定！）
⇒まずは行動し、新たな気付き・ストーリーが生まれ、納得しながら前進する

納得・意味付け 行動

簡易的なCFPで
認知領域を拡張

CFP算定結果を踏まえ
自社の価値創造ストーリーを描く

⇒行動への推進力へ

CFP値削減に向けた試行錯誤の
中で新たな出会い・発見が起こる




